
財源・予算が不安
・予算的な裏づけが問題
・予算の問題、ランニングコストの問題はいささか
不安

・予算、ランニングコストなど、市民に説明すべき
・財政面は心配
・財源確保の状況を見ながら規模などの計画を。

構想に賛成！
・構想自体は大いに賛成
・大変興味があり楽しみ
・商業施設を市が提供することに賛成
・新庁舎は必要
・以前、市庁舎は構想になかったが、今回は含
まれていて良い

計画策定の進め方について
計画期間が短いのでは
・今後の構想から計画、計画から設計に移る期間
が短すぎるのでは

・実施設計までの時間がないので心配。市民が納
得する時間が少ない

議論の場が必要
・50年に１回のことなので、これからの留萌のた
めにも市民と団体、企業、行政含めてワンチー
ムで議論していく形が理想

・第７次総合計画と非常にリンクすることから、
財源を含めて集中議論する場が必要

多様な意見を聞く
・様々な年代から意見を拾い集めてほしい
・スポーツセンターや文化施設を利用している人
から意見を聞くべき

・学生の意見を聞くことも大事

市民主体の構想を
・市民が主体的になるような基
本構想を

・箱を作るのではなく、誰がど
のように利用するのか、市民
がそこに集まって何かできる
というコンセプトをしっかり
と立てることが必要

・将来の人口減少を見据えた計
画になっているのか？

・基本構想は抽象的すぎるので
もう少し具体的に

道の駅や中心市街地との連携
・港、道の駅、新交流複合施設をワンパッケージにし
て留萌を盛り上げていく

・港から道の駅、新交流複合施設の動線の一体化が大
事

・道の駅、モンベルがあり、商業的にも駅前に人の流
れを作っていけるといい

・高規格道路から道の駅と駅前の動線の中で、駅前に
行政機関があり、商店街に人流を作ることが必要

・駅前は空き店舗が多いため、チャレンジできるよう
な仕組みができないか

・駅裏に、観光客も来てくれるような地元を生かした
地元市場の様なものがあると良い

・新しく商業的施設を入れることが必要なのか、近隣
商店街や道の駅の物販の妨げにならないか

施設の運営について
・運営を市民が行うなど、市民感覚が必要
・人口も減り、財政面からも出来る範囲で縮小し、
目の届くような運営をすれば良い

・上手に運用していかないといけない
・ホールについて、現在中学生や高校生を呼び込
んで使用しているのは非常に良い。今後は発表
会なども留萌に誘致してほしい

・持続的な運営のため、民間だけでなく市役所も
収益を見込める仕組み作りが必要

・公共施設でテナント床を作り、収益を上げてい
くのは、難しいのではないか

交通機能・交通計画について
・公共交通はターミナルのような位置づけ
・各社が協力し、庁舎が駅前にくるにあたり、交
通の便を改善してほしい

・使い勝手のいい公共交通は必須、冬季の豪雪も
鑑みた動線確保も重要

・交通機能は複合施設を経由する形にして、多く
の市民が利用でき、市内外の方々が入り込んで
くる様にしてほしい

・新交流複合施設からの市内バスの循環を含めて、
公共交通機関はどうなっていくのか。

・今後デマンドバスが必要となるのではないか

新交流複合施設
整備基本構想(案)

について

防災面が不安
・防災の観点から絶対に安全はない
・防災の問題と津波が心配
・防災拠点としてどうなのか
・災害の際に機能するのか不安
・防災機能が実際機能するか不安
・庁舎は庁舎として作り、防災場所は別に設け
るなど切り離して考えてみてはどうか

中心として相応しい・避難施設として
機能・移動しやすい
・ここに庁舎が移転することは賛成
・留萌市の中心として相応しく感じる
・浸水の恐れはあるが、周辺住民や観光客など
の避難先としてよい

・予定地の近隣に避難施設がなく、平地に一時
避難所があるのは望ましい

・平地であることが、高齢者の移動のしやすさ
に繋がる

ここでいいのか疑問
・建設予定地について適切なのか疑問
・災害を考えると、建設場所が適当でない
・留萌の街の中心がどこか、防災や子どもたち
のことも考え、本当にここでいいのかという
ことを出発点とするべき

ここに建てるのであれば
・港が近い場所に建てても大丈夫と市民に安心
してもらえることで、心配や不安を払拭

・市民に防災意識をしっかり持つよう努めるこ
とが大事。市民に避難場所、経路を周知する
ことが必要。

・災害を考えると、嵩上げした方が良い
・過去に川が氾濫した経緯があり、防災の拠点
とするためにクリアしなくてはいけない部分
がある

建設予定地について

・基本計画策定にあたっては、関係団体
や市民団体、市民委員も入った委員会
で議論し、１年間かけて検討を進めて
いきます。

・策定経過を広報やホームページで公開
するとともに、市民のみなさまが意見
を寄せられる環境を提供していきたい
と考えています。

・将来人口、事業費、財源
を見据え、施設の使い方
も含め具体的な基本計画
としていきます。

・道の駅や船場公園、中心市街地との連携に
ついては、留萌市の活性化を図る上で非常
に重要なことと捉えております。

・検討委員会においても十分に議論をして基
本計画に反映していきたいと考えています。

・新交流複合施設の整備にあたっては、公
共交通によるアクセスが可能であること
も非常に重要なポイントと考えておりま
す。

・バス事業者とも協議を進めながら、バス
によるアクセスやバス待合スペースにつ
いて検討していきたいと考えています。

・市民に愛され、利用される施設となるた
めには、施設運営が重要と考えます。

・官民が連携した施設整備・施設運営に向
けた検討を進めるともに、市民の意見が
反映できる、市民との協働による運営体
制の構築を目指していきます。

資料２

・建設予定地は、留萌市ハザードマップにおいて洪水浸
水深0.5～3.0m、津波浸水深0.0～0.5mの浸水が想定
されており、皆さまが災害リスクについて懸念される
ことは十分理解しております。

・建設予定地については、「留萌川多段階の浸水想定区
域図」によるリスクの発生頻度も合わせて考慮し、想
定し得る最大規模の降雨にも対応できる施設整備とす
ることで、通常時の利用はほぼ問題ないと判断し、建
設予定地を駅周辺地区といたしました。。

基本構想策定後の市民意見※の整理とその対応について（１/２）

※下記会議における市民からの意見
・令和６年度第１回まちづくり懇談会（R6.8.28実施）
・令和６年度市民と議会の意見交換会（R6.10.3実施）
・令和６年度町内会長会議（R7.2.8実施）



市民の憩い・多世代交流の場
・市民の役に立つ、憩いの場になるような施設
・市民が憩える場、喜ばれる場を中心
・市民にとって使いやすく、憩える場所で、多くの市民が長期的に
「使える」場所

・市民が利用しやすい庁舎にしてほしい。
・異なる年齢層が交流できる場所がほしい
・高齢者が集まれる、休める場所として、温浴施設や子どもたちと
触れ合える場所

・市民の健康を管理するような場所があるとよい
・中学生・高校生の意見ももちろん、小学生・幼稚園も含めて集え
る場所も

・子どもから高齢者まで集まれる施設になってほしい。
・「全世代の市民」が出入りする施設になるよう仕組み作り

「新交流複合施設」
に求めるもの

スポーツ、フリースペース、
宿泊・温浴等多様な機能

・高校の課題研究の案として、宿泊施設・温浴施設・広場
を使ったストリートバスケットコートなど

・道の駅とも連携し、屋外スペースも有効に使い、イベン
トゾーンや屋外バスケットゴールを設置するなど、子ど
もからお年寄りの世代までが集まりやすい仕掛けが必要

・フリースペース機能、使い勝手の良い多機能なホール、
交流複合施設を造ってほしい

・スポーツジムや学生や高齢者にとって使い勝手の良い貸
スペースをつくり、市民が集える作り方

・公共施設を作る上で一番大事なことは利用率であり、新
しいものができても利用率は上がらない

事務室や会議室機能
・各団体の事務局を受け入れるスペースや会議室
・産業会館として使っているものを１つに
・商工会議所も老朽化しており、複合施設に入ることはで
きないか

・金融機関もあるとよい
・商業施設（スーパー）はこれ以上難しい。コールセン
ターやデータセンターの誘致はできないか

・公民館のニーズを考慮すると、大きな部屋ではなく、小
規模な会議室が必要

ホール
・ホールを造る場合、市民参加型の劇場（遠軽町方式）も
取り入れてほしい

・ホールを造るのであれば可動式のホールは音響が落ちて
しまう可能性があるため、立派なホールを造ってほしい

・ホールを造ったら、議場もかねて良いのでは

防災機能
・最低限想定される範囲で備蓄品や防災機能を備えること
が必要

・洪水などの際に、救助のためのヘリポートが必要。
・電気自動車の充電ポートがあってもよい
・平時、非常時共に市民が使える施設にすることが必要

現在のスポーツセンター・
文化センターについて

・スポーツセンターは現状でいいのか。補修対応するので
あれば計画も同時並行で動くべきで、その計画も示して
ほしい

・計画から外れているスポーツセンターについても、やは
りもう一度検討するべき

・現在のスポーツセンターでは公式戦ができない競技もあ
り、集客のことも考えると、整備が必要

・文化センターは音響機能、照明機能が素晴らしいとプロ
からも言われているため、スポーツセンターを残すので
あれば文化センターも残して改修できないか

保育園や診療所
・公設民営の保育園機能を含めた構想に
・現在、保育園は避難所から遠く、地震が起きた際は０歳児の避難に大変苦
慮→防災拠点として保育園を入れてほしい

・保育園、消防署や警察署、病院（診療所）と集約化できないか
・子育てができる街（留萌市立病院は留萌管内で唯一出産が可能）であるメ
リットと考え、託児所や保育園と連携

・診療所が入っていると非常に利便性が高い

その他

・基本構想においては、導入機能を以下の通りまとめております。

①庁舎機能
②防災機能
③議会機能
④コンベンション・ホール機能
⑤市民交流機能(フリースペース機能)、事務所機能
⑥交通結節機能・情報発信機能

・導入機能については、財政的な面からも施設規模が過大となら
ないよう、基本構想で示した機能をベースに基本計画の中で検
討し、決定していきます。

・施設の使い方や運営などについては、検討委員会や市民のみな
さまからの意見も反映しながら、検討していきます。

・新交流複合施設には、文化センター大ホール
には現在の機能継承と講堂や会議室などの公
民館機能と併せて取り込む予定です。なお、
大ホールの規模や座席数については縮小の考
えです。

・スポーツセンターの整備については、本基本
計画には取り込みませんが、社会教育施設の
整備や今後のあり方については、別に検討を
進めることになります。

基本構想策定後の市民意見※の整理とその対応について（２/２）

※下記会議における市民からの意見
・令和６年度第１回まちづくり懇談会（R6.8.28実施）
・令和６年度市民と議会の意見交換会（R6.10.3実施）
・令和６年度町内会長会議（R7.2.8実施）
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